
7

｜
デ
ー
タ
の
整
理
に
つ
い
て

一
九
九
三
年
は
「
学
徒
出
陣
」
か
ら
五
○
年
Ｈ
に
あ
た
り
、
大
学
と
し
て
は
「
国
内
総
長
・
学
長
共
同
声
明
」
、
「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
Ｎ
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
特
別
股
示
「
戦
争
、
大
学
そ
し
て
学
唯
」
、
「
加
膝
周
一
特
別
記
念
満

演
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
ま
た
、
学
内
民
主
団
体
も
「
第
四
○
回
不
戦
の
つ
ど
い
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク
」
を
催
し
た
。

本
編
慕
室
と
し
て
は
、
当
時
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
予
備
調
査
と
し
て
、
卒
業
生
に
た
い
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
記
事
は
本
誌
別
稿
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

編
纂
室
の
予
備
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
と
し
て
は
、
文
系
の
六
冊
の
学
内
資
料
に
よ
る
「
学
徒
川
陣
」
者
の
関
連
名
簿
を

利
用
し
た
。
こ
の
名
簿
は
今
後
の
調
査
・
研
究
の
た
め
再
整
理
が
必
要
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
後
に
発
見
し
た
理
工
系
の
関
係

資
料
と
あ
わ
せ
て
編
慕
室
で
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
、
当
時
の
不
明
な
学
生
数
な
ら
び
に
「
学
徒
勤
労
動
員
」
に
か

か
わ
る
基
礎
的
な
人
数
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

〔
統
計
〕
立
命
館
大
学
関
係
の
一
学
徒
出
陣
」
者
数
調
査

西

脈

賢
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調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
学
内
の
事
務
電
算
シ
ス
テ
ム
の
端
末
機
を
利
用
し
、
当
初
は
一
学
籍
簿
」
に
記
載
の
情
報
も
全
て
入

力
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。
作
業
を
開
始
し
た
の
は
一
○
月
一
三
Ｈ
で
あ
る
が
、
元
の
資
料
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
予

想
以
上
に
困
難
で
あ
る
こ
と
や
電
算
機
の
操
作
に
不
馴
れ
で
あ
る
こ
と
が
重
な
っ
て
、
上
記
文
系
六
冊
、
理
工
系
二
冊
の
デ
ー

タ
入
力
に
二
カ
月
以
上
を
要
し
た
。
作
業
を
す
す
め
る
う
ち
に
、
「
学
籍
簿
」
か
ら
の
情
報
入
力
は
、
極
め
て
複
雑
で
大
量
の

作
業
と
な
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
と
な
り
、
当
初
計
画
し
た
学
生
数
並
に
「
学
徒
勤
労
動
員
」
の
詳
細
な
調
査
を
今
回
完
了

す
る
こ
と
は
不
可
能
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
今
回
は
、
「
学
籍
簿
」
に
よ
る
調
査
は
極
く
一
部
に
限

る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
学
生
・
生
徒
数
に
つ
い
て
は
『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
』
（
各
年
版
）
に
よ
る
数
値
を
再
終
理
す

る
か
た
ち
で
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
を
整
え
た
。
以
下
は
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
の
紹
介
で
あ
る
。

本
学
関
係
の
「
学
徒
出
陣
」
に
関
す
る
こ
の
デ
ー
タ
が
ど
れ
ほ
ど
実
際
に
近
い
も
の
で
あ
る
か
は
正
確
に
測
り
が
た
い
が
、

「
学
籍
簿
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
数
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
デ
ー
タ
は
「
判
川
し
て
い
る
範

囲
の
数
字
」
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
来
な
ら
さ
ら
に
分
析
結
果
を
加
え
て
公
表
す
べ
き
で
あ
る
が
、
時
間
の
関
係
か
ら
集
計
結
果
そ
の
ま
ま
の
数
字
を
公
表
さ

し
て
お
き
た
い
。

せ
て
い
た
だ
い
た
蜜

な
お
す
本
稿
で
一
学
徒
出
陣
」
と
表
現
し
て
い
る
対
象
峰
在
学
中
に
兵
役
休
学
し
た
も
の
を
さ
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
Ｉ
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房
ｊ
１

判
’
八

⑥
一
応
召
・
入
営
休
学
願
」

２
、
理
工
系
二
冊
の
学
内
資
料

①
「
堆
徒
異
動
連
絡
簿
」
昭
和
一
六
年
三
月
～
昭
和
二
二
年
三
月
、
立
命
館
Ｈ
満
高
等
工
科
学
校
、
（
工
学
系
）
。

②
「
堆
徒
異
動
連
絡
簿
」
昭
和
一
七
年
三
月
～
昭
和
二
二
年
三
月
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
、
（
理
学
系
）
。

（
即
工
系
は
い
ず
れ
も
表
題
が
「
日
満
高
等
工
科
学
校
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
一
七
年
二
月
二
Ｈ
認
可
の
「
立
命

館
大
学
専
門
学
部
工
学
科
」
と
そ
の
後
の
「
立
命
館
専
門
学
校
」
の
工
学
科
・
理
学
科
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
簿
川

３
言
卒
業
生
学
籍
簿
綴
り
並
に
中
退
者
学
籍
簿
綴
り

①
法
・
経
済
・
文
学
関
係
の
学
部
、
専
門
学
部
（
又
は
専
門
学
校
）
各
年
度
の
も
の
。

②
理
学
・
工
学
関
係
の
専
門
学
部
（
又
は
専
門
学
校
）
各
年
度
の
も
の
。

１
会
言
ノ
文
系
六
冊
の
関
連
資
料

①
一
兵
役
者
名
簿
」
自
昭
和
一
四
年
至
昭
和
二
○
年
、
立
命
館
大
学
・
立
命
館
専
関
学
校
。

②
「
戦
死
者
・
殉
難
職
員
学
生
生
徒
名
簿
」
自
昭
和
一
五
年
八
月
以
降
、
法
経
教
務
課
。

③
「
退
学
・
除
名
・
兵
休
・
復
学
擁
理
簿
」
昭
和
一
六
年
一
月
起
至
昭
和
二
○
年
三
月
迄
、
教
務
課
。

④
「
主
に
学
徒
出
陣
者
・
兵
役
休
学
者
イ
ロ
ハ
名
簿
」
自
昭
和
一
八
年
一
二
月
至
昭
和
一
九
年
二
月
、
立
命
館
大
学
。

⑤
「
退
学
・
除
名
・
兵
休
・
復
学
整
理
簿
」
自
昭
和
二
○
年
三
月
起
、
法
経
教
務
課
。

二
出
陣
学
徒
数
調
べ
の
出
典

で
一
，
あ
一
る
こ
）



171

４
卒
業
嬢
学
籍
簿
に
よ
る
一
兵
役
休
学
」
肯
数
（
表
４
）
Ｉ
こ
”
デ
‐
夕
は
一
学
籍
簿
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
こ
心

２
、
年
次
別
「
学
徒
出
帥
」
省
数
（
表
２
）
Ｉ
い
わ
ゆ
る
学
徒
出
陳
の
年
で
あ
る
昭
利
一
八
作
が
雌
も
多
い
が
、
昭
和
一

九
年
．
二
○
年
も
引
き
続
き
多
く
、
文
系
専
門
部
お
よ
び
理
工
系
専
門
学
校
生
徒
は
二
○
年
が
最
も
多
い
。
戦
局
の
状
況

と
の
関
係
な
ど
を
含
め
、
月
日
単
位
で
の
詳
細
な
追
跡
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

３
、
「
学
徒
出
陣
」
の
学
年
別
人
数
（
表
３
）
Ｉ
文
系
で
は
一
・
二
年
生
に
比
し
て
三
年
生
が
少
種
い
、
理
工
系
で
も
同

様
の
傾
向
に
あ
る
が
、
文
系
よ
り
差
が
少
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
在
籍
者
年
齢
分
布
と
の
か
か
わ
り
を
洲
べ
て
み
る

三
作
成
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て

ｌ
、
「
学
維
川
雌
Ｊ
に
鮒
す
る
側
査
張
（
表
１
）
Ｉ
集
計
ｋ
の
時
期
区
分
は
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
な
ど
の
閥
係

で
さ
ら
に
吟
味
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
き
く
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
日
以
前
と
以
降
と
に
区
分
し
た
。

「
特
例
」
実
施
の
昭
和
一
八
年
一
二
Ⅱ
一
Ⅱ
以
降
の
「
出
陣
」
者
が
文
系
で
は
総
数
の
八
三
・
九
％
、
理
工
系
で
八
二
・

二
％
と
な
り
、
同
日
以
降
の
「
出
陣
」
者
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
文
系
と
理
工
系
と
で
は
「
出
陣

者
」
比
率
に
大
き
な
開
き
が
み
ら
れ
、
文
系
の
中
で
も
文
学
関
係
が
少
い
。
理
工
系
に
つ
い
て
は
、
「
入
営
延
期
」
の
関

係
で
少
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
文
学
関
係
が
少
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
未
解
明
で
あ
る
。
教
員
資
格
や
年
齢
の
関

係
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

４
言
『
一
帝
国
文
部
省
年
報
』
の
各
号

必
要
か
あ
る
遷
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数
値
も
表
２
の
よ
う
に
文
系
が
理
工
系
よ
り
は
る
か
に
高
い
率
で
一
倉
出
陣
」
し
て
い
る
。
一
八
年
以
降
は
法
学
部
や
経
済

学
部
で
は
殆
ど
の
学
生
が
兵
役
に
つ
い
て
い
る
。
法
学
部
・
経
済
学
部
で
は
学
部
学
生
の
方
が
専
門
部
唯
一
徒
よ
り
率
が
高

い
が
、
文
学
祁
で
は
逆
の
状
況
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
Ⅲ
学
祁
の
特
殊
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

５
、
「
学
従
州
陣
」
に
関
す
畠
い
く
つ
か
の
デ
‐
夕
（
表
５
）
Ｉ
戦
牝
荷
趨
文
系
で
は
全
体
の
約
三
％
と
少
な
い
し
、

即
眼
系
は
「
川
仰
」
者
総
数
も
少
な
い
が
一
名
し
か
無
い
。
実
際
は
も
っ
と
多
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

出
兵
先
は
、
デ
ー
タ
に
は
Ⅱ
（
体
的
な
祁
隊
名
を
記
戦
し
た
が
、
こ
こ
で
は
大
き
く
括
っ
た
数
だ
け
を
あ
げ
て
い
る
。
学

生
の
出
身
地
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
入
営
の
部
隊
で
あ
り
配
属
後
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。

６
，
Ｍ
剛
一
低
年
’
二
口
年
峰
Ｍ
命
鮒
入
学
・
恢
命
帥
哩
川
学
校
学
小
唯
碓
数
一
瞳
号
褒
６
）
Ｉ
本
遊
は
『
川
本
術
国
又

祁
省
年
服
」
に
よ
る
数
値
で
あ
る
。

昭
和
一
八
年
以
降
の
文
系
学
生
・
生
徒
数
を
年
次
別
「
学
徒
出
陣
」
者
数
（
表
２
）
と
対
比
す
る
と
付
表
ｌ
の
よ
う
に

な
る
。
こ
の
学
唯
数
は
「
兵
役
休
学
荷
」
を
含
む
在
耕
行
数
で
あ
る
か
ら
、
「
川
仲
」
行
数
の
累
計
と
の
比
較
が
よ
り
災

際
に
近
い
値
と
な
る
と
考
え
て
試
算
し
た
の
が
付
表
２
で
あ
る
。
こ
の
数
を
「
卒
業
生
学
籍
簿
に
よ
る
兵
役
休
学
者
数
淵

査
表
」
（
表
４
）
と
比
較
す
る
と
な
お
差
異
が
あ
る
。
昭
和
一
七
年
以
前
か
ら
の
「
出
陣
」
者
が
あ
る
た
め
で
も
あ
ろ
う

が
、
表
２
の
数
値
が
全
員
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
た
め
と
も
巷
え
ら
れ
る
。

（
百
年
史
編
纂
室
課
長
補
佐
）
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理工系（表4のつづき

註1，「兵役」は「卒業」の内数である。
註2，本表は、卒業者が入学から卒業までの間に兵役に就いた数である。学部
は予科の期間を含む。入学前や卒業後および中退者の記録は含まない。

註3，正科・選択科なども含む一括した数である。聴講生等の正規の学籍を持
たない者は除いた。

註4，専門の「経」の中には「高商（高等商業科）」等を含む。応化は「応用
化学」、化工は「化学工業」、採冶は「採鉱冶金」である。

註5，理工系については学籍簿の記録が殆どない年度があるため、記録のある
年度のみ調査した。
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S18.4.15入学
S20.9.29卒業
理学科学籍簿
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理学科学籍簿

S18.4.15入学
S20.9.30卒業
工学科学籍簿

S20.4.1入学
S23.3卒業
工学科学籍簿
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｢学徒出陣」に関するいくつかのデータ表5
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中部関係部隊
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飛行隊関係

幹部候補関債
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士官学校関（
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付表1

付表2
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